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1
ー
上
．
水
道
第
二
次
拡
張
エ
事
と
は

　
　
現
在
の
給
水
施
設
で
は
、
今
後
、
増
加
す
る
一
方
の
需
要
に
応
じ
ら
れ
な

　
い
た
め
、
村
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
に
使
用
さ
れ
る
水
の
量
を
予
想
し
、

　
給
水
施
設
を
整
備
拡
充
す
る
工
事
を
言
い
ま
す
。

　
　
こ
の
工
事
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
四
力
年
間
継
続
し
て
行
な
わ
れ
、

　
総
工
費
は
約
六
億
八
千
万
円
で
す
。

　
　
ぞ
し
て
、
現
在
、
総
工
事
費
の
約
五
〇
％
の
工
事
が
終
了
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水
、

毎
日
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
水

道
事
業
も
ハ
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
年
々
施
設
も
充
実
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
三
月
に
は
、
第
二
次
拡
張
工
事

の
主
工
事
と
も
言
え
る
管
理
棟
や
配
水

池
が
、
成
沢
代
地
区
に
完
成
い
た
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
建

　タ　　エゑ

浄水場ほぼ完成
給水能力は2．5倍に

物
の
内
部

こ
十
ひ
、
　
・
し

臓
と
も
い

え
る
大
型

ポ
ン
プ
が

五
台
、
停

電
に
な
る

と
自
動
的

に
電
気
を

起
す
発
電

設
備
や
一

カ
所
で
、

機
械
の
運
．

転
状
態
が

監
視
で
き

で
の
一
日
最
大
給
水
量
二
千
五
百

ト
ン
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
六
千
ト

ン
（
ド
ラ
ム
缶
で
三
万
本
）
と
約

一
丁
五
倍
に
増
強
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
昨
年
度
ま
で
は

高
台
や
末
端
の
地
区
で
、
水
の
出

の
悪
い
場
所
が
あ
り
ま
し
た
が
、

本
年
度
か
ら
、
新
し
い
施
設
を
使

用
し
始
め
ま
し
た
の
で
、
長
い
間

ま
た
、
操
作
も
で
き
る
制
ぎ
ょ
盤
も
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
百
聞
は
一
見
に
…
と
申
し
ま
す
の
で

是
非
み
な
さ
ま
も
一
度
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
コ

　
　
一
日
給
水
量
は
六
千
ト
ン
に

　
こ
れ
ら
の
設
備
に
よ
っ
て
、
い
ま
ま

　
ご
迷
惑
を
お
か

　
　
　
　
　
　
　

　
け
い
た
し
ま
し

　
た
地
区
に
お
き

棟
ま
し
て
も
ご
不

理
便
が
解
泄
さ
れ
る
も

管
の
と
思
い
ま
す
。

た　
　
な
お
、
一
日
給
水

し成
量
六
千
ト
ン
と
申
し

完
ま
す
と
、
計
算
の
上

に
で
は
、
村
の
人
口
が

区　
　
一
万
二
千
人
ま
で
増

地
　
　
　
　
　
、

代
加
し
て
も
、
ま
カ
な

沢
う
こ
と
が
で
き
る
給

成
水
能
力
で
す
。

　
　
蛇
口
や

　
　
管
の
点
検
を

　
新
設
さ
れ
た
施
設
が
こ
の
四
月
か
ら

運
転
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
従
来
よ
り
水

圧
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
加
圧
さ
れ
ま

し
た
。
古
い
蛇
口
や
配
管
に
ひ
び
が
入

っ
て
い
ま
す
と
、
い
ま
ま
で
は
漏
水
し

な
か
っ
た
の
に
、
こ
れ
か
ら
は
漏
水
が

お
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
点
検

、
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
そ
し
て
、
漏
水
箇
所
を
発
見
し
た
ら

人
命
救
助
で
感
謝
状

小
江
川
の
岡
部
富
雄
さ
ん

　
岡
部
富
雄
さ
ん
（
小
江
川
六
四
二

畜
産
試
験
場
職
員
）
は
、
四
月
十
一

田
午
後
四
時
頃
、
大
沼
公
園
に
遊
び

炉
に
来
て
い
た
学
童
が
誤
っ
て
大
沼
に

転
落
し
た
の
を
見
つ
け
、
洋
服
の
ま

ま
飛
び
込
み
救
助
し
、
熊
谷
警
察
署

長
か
ら
四
月
三
十
日
、
人
命
救
助
で

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

…
…
昨
年
県
内
で
発
生
し
た
水
死
事

故
は
六
十
二
人
で
、
半
数
の
三
十
一

人
が
小
学
生
以
下
の
児
童
で
す
。

　
可
愛
い
さ
か
り
の
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き

5台の大型ポンプが設置されたポンプ室

大
切
な
水
を
む
だ
に
し
な
い
よ
う
、
近

く
の
水
道
工
事
店
に
依
頼
し
て
、
修
理

し
て
く
だ
さ
い
。

の
幼
児
が
用
水
堀
や
た
め
池
に
転
落

す
る
ケ
ー
ス
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。

危
険
な
水
辺
や
危
な
い
遊
び
を
し
て

い
る
子
供
を
見
か
け
た
と
き
は
、
だ

れ
か
れ
の
別
な
く
「
危
な
い
か
ら
や

め
な
さ
い
」
と
ひ
と
声
か
け
て
や
っ

て
く
だ
さ
い
。
…

　
　
神
谷
政
義
さ
ん
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
埼
玉
県
検
察
審
査
協
会
連
合
会
創

設
十
周
年
記
念
総
会
に
お
い
て
、

神
谷
政
義
さ
ん
（
野
原
一
〇
六
七
）

は
、
当
協
会
理
事
と
し
て
、
長
い
間

の
献
身
的
努
力
が
認
め
ら
れ
、
協
会

長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

○
◇
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一
　
一
一

当
　
　
あ
こ

手
ナ
鱗

童
一
隷

児
　
嘉

　
　
　
コ
＝

　
す
べ
て
の
児
童
は
、
心
身
と
も
に
、

健
や
か
に
う
ま
れ
、
育
て
ら
れ
、
そ
の

生
活
を
保
障
さ
れ
る
…
と
、
　
「
児
童
憲

章
」
に
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
の
健
全
な
成
長
と
家
庭
生
活
の

安
定
を
は
か
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
児

童
関
係
の
制
度
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　
児
童
手
当
制
度

　
こ
の
制
度
は
、
十
八
歳
未
満
の
児
童

を
三
人
以
上
養
育
し
て
お
り
、
そ
の
う

ち
一
人
以
上
が
、
義
務
教
育
終
了
前
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
　
手
　
当
　
の
　
額

　
手
当
の
額
は
、
第
三
子
（
三
番
目
の

子
ど
も
）
以
降
の
児
童
一
人
に
つ
き
、

き
　
コ（

ρ

月
額
五
千
円
が
四
カ
月
ご
と
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
養
育
者
に
つ
い
て

所
得
制
限
が
あ
り
、
前
年
の
所
得
が
、

た
と
え
ば
、
扶
養
親
族
が
五
人
の
場
合

で
、
四
百
十
五
万
円
以
下
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。児
童
扶
養
手
当

　
父
母
が
離
婚
し
た
と
か
、
父
が
死
亡

し
た
な
ど
父
の
い
な
い
家
庭
で
、
義
務

教
育
終
了
前
の
児
童
（
十
月
か
ら
は
、

十
八
歳
未
満
に
三
年
段
階
で
範
囲
が
拡

．
、
、
襲

大
）
を
養
育
し
て
い
る
母
親
ま
た
は
、

養
育
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
手
　
当
　
の
　
額

　
こ
の
手
当
は
、
十
月
か
ら
カ
ッ
コ
内

の
額
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
児
童
一
人
の
場
合
－
二
万
五
千
六
百

円
（
一
万
七
千
六
百
円
）

　
児
童
二
人
の
場
合
…
一
万
六
千
四
百

円
（
一
万
九
千
六
百
円
）

　
児
童
三
人
以
上
の
場
合
は
、
二
人
の

と
き
の
金
額
に
．
一
人
増
す
ご
と
に
四
百

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
が
、
公
的
年
金
を
受

元気に体操イチ、二、サン　（保育所で）

け
て
い
る
と
き
ゃ
児

童
が
福
祉
施
設
に
入

っ
て
い
る
と
き
は
、

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

特別．

児
童

扶
養
手
当

　
精
神
ま
た
は
、
身

体
に
障
害
が
あ
る
二

十
歳
未
満
の
児
童
を

家
庭
で
育
て
て
い
る

か
た
が
対
象
に
な
り

ま
す
。手
当
の
額

　
一
級
の
障
害
状
態

に
あ
る
も
の
の
月
額

一
万
八
千
円
、
二
級

の
状
態
に
あ
る
も
の

（
　／

　
昭
和
四
十
八
年
か
ら
実
施
さ
れ
、
満

一
歳
に
満
た
な
い
乳
児
の
医
療
費
の
一

部
負
担
金
を
支
払
っ
た
と
き
、
こ
の
支

払
金
額
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
難
病
治
療
を
公
費
負
担

　
子
ど
も
の
難
病
と
言
わ
れ
る
慢
性
腎

炎
、
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
、
ゼ
ン
ソ
ク
は
治
療

に
長
期
間
か
か
る
う
え
、
発
育
を
さ
ま

た
げ
た
り
、
教
育
の
障
害
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
十
五
歳
未
満
の
子
ど
も
を

対
象
に
、
県
で
治
療
研
究
を
委
嘱
し
、

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
軽
く
す
る
と

と
も
に
、
難
病
治
療
を
促
進
す
る
た
め

に
設
け
ま
し
た
。

在
宅
重
度
心
身
障
害
児
手
当

　
保
護
者
と
同
居
す
る
二
十
歳
未
満
の

一
級
・
二
級
の
心
身
障
害
児
が
い
る
場
　
…
　

合
、
一
人
に
つ
き
月
額
三
千
円
が
保
護
鼎

者
に
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
施
設
入
所
者
、
摺

役
場
住
民
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
万
二
千
円
で
す
が
、
児
童
福
祉
施
設
…
…

に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
一
…

せ
ん
・
な
お
こ
の
手
当
も
一
定
の
所
得
…

制
限
が
あ
り
ま
す
・
　
　
㎜

乳
児
医
嚢
の
支
給
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犠

福
祉
手
当
受
給
意
除
か
れ
ま
す
．
㎜

ー
な
お
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
母
子
烹

金
、
遺
児
年
金
、
母
子
福
祉
資
金
な
ど
皿
…

の
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
－
わ
し
－
は
…
…

鶴
織
蟹
螢
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
蛙
と
ね
ず
み
と
と
び

　
陸
の
か
ず
か
と
、
沼
の
蛙
が
友
達
に

な
り
ま
し
た
。
親
友
だ
か
ら
何
ご
と
も

い
っ
し
ょ
に
と
糸
で
足
を
つ
な
い
で
岡

を
散
歩
し
ま
し
た
。
つ
ぎ
は
、
沼
に
入

っ
て
あ
そ
ぼ
う
と
、
水
に
入
り
ま
し
た
。

蛙
ば
ス
イ
ス
イ
と
泳
ぎ
愉
快
で
し
た
が
、

ね
ず
み
は
水
を
呑
ん
で
苦
し
が
り
、
と

う
と
う
の
び
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ど
が
が
空
か
ら
こ
れ
を

見
つ
け
て
、
『
ね
ず
か
を
捕
え
て
飛
び
上

り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
糸
に
つ
な
が
っ
た

蛙
も
い
っ
し
ょ
に
空
中
に
持
ち
去
っ
て

食
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

　
こ
れ
は
、
ど
ん
な
に
親
し
い
か
ら
と

云
っ
て
も
何
事
に
も
立
場
と
限
界
の
あ

る
こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。

　
選
挙
に
も
、
自
分
の
立
場
を
シ
ッ
カ

リ
し
て
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
ま
で

い
っ
し
ょ
に
な
ら
ず
夫
々
の
立
場
を
シ

ッ
カ
リ
守
り
た
い
も
の
で
す
。
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慧
灘
繋
㎜
∞
撚
懸
雛
繍
灘
羅
（
謂
色

　
五
月
中
旬
に
納
税
組
合
長
さ
ん
を
通

じ
て
「
お
知
ら
せ
」
い
た
し
ま
し
た
が
、

昭
和
五
十
一
年
度
の
地
方
税
法
の
一
部

が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
、
村
県
民
税
関
係

1
　
均
等
割
額
の
引
上
げ

区　分
均　等　割　額

改正前 改正後
村民税 年額200円 年額700円
県民税 年額100円 年額300円

※なお、低所得者層の
　軽減を図るため均等
　割を課さない制度が
　設けられました。
圃9万円×（控除対象
　者十扶養人員十1）
　＝以下の所得者は均
　等額は非課税です。

2
、
法
人
の
均
等
割
額
の
引
上
げ

区　　分 改正前 改正後

資本金1億円
以上で従業員
が100人以上

4，000円 24，000円

従業員が100人
以下及び資本
金が1千万円
を超え1億円
以下の法人

4，000円 12，000円

上記以外の法
人

2，400円 7，200円

　
二
、
固
定
資
産
税
関
係

ω
土
地
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
一
年

度
が
評
価
替
え
の
基
準
年
度
に
あ
た
り

適
切
な
税
負
担
を
求
め
る
た
め
に
、
昭

和
五
十
三
年
度
ま
で
の
課
税
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昭
和
五
十
年
度
分
の
課
税
標

準
額
に
乗
じ
て
求
め
る
こ
と
と
な
り
、

宅
地
等
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
年
度

の
税
負
担
が
三
割
を
超
え
な
い
こ
と
と

農
地
に
つ
い
て
は
二
割
を
超
え
な
い
税

負
担
と
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
街
化
農
地
に
つ
い

て
は
、
一
般
農
地
の
課
税
と
同

様
と
い
た
し
ま
す
。

②
家
屋
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五

十
年
新
築
（
昭
和
五
十
一
年
度

課
税
）
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は

自
治
省
告
示
に
よ
り
、
再
建
築

費
評
点
補
正
率
が
木
造
十
五
％

非
木
造
一
四
％
、
と
い
た
し
ま

し
た
の
で
評
価
が
か
な
り
上
昇

に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
在
来
分
の
家
屋

に
つ
い
て
は
経
過
措
置
が
設
け

ら
れ
て
、
五
十
一
年
度
は
新
評

価
基
準
で
算
出
し
た
結
果
、
評

価
額
が
昭
和
五
十
年
度
の
価
額

に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

6月の納税
村県民税第1期分
国民健康保険税
　　第2期分
納期限……6月30日
　●村の発展
　　一みんなで納税●

　
三
、
軽
自
動
車
税
関
係

　
軽
自
動
車
税
の
税
率
も
次
表
の
と
お

り
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

区　　　　　　　分 現　　行 改　　　　正

50cc　以下 500円 650　円

90cc以下 800円 1，000　円

125cc　以下 1，000円 1，300　円

農耕作業用　自動車
（刈取脱穀作業用自動車を含む） 1，000円 1，300　円

二　　輪　　の　　も　　・の 1，500円 2，000　円

四　　　輪　　　乗　　　用 　4，500円
営業用5，200円
自家用5，900円

〃　　　　貨　　　物 2，500円
営業用2，900円
自家用’3，300円

二輪の小型自動車 2，500円 3，300　円

　
最
近
、
各
地
で
あ
た
か
も
税
務
署
員

で
あ
る
か
の
よ
う
な
言
動
で
税
関
係
の

出
版
物
を
販
売
し
て
い
る
事
例
が
発
生

署
を
依
頼
す
る
な
ど
、
悪
質
な
事
例
も

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
不
審
な

者
が
来
た
と
き
や
ま
た
は
不
審
に
思
わ

し
虹
肋
助
裾
麹
署
に
せ
税
務
署
員
に
ご
注
意
陣
鰍
勧
棚
魏
署
碑
締

名
を
使
用
し
て
「
に
せ
」
の
出
署
依
頼
　
　
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

状
を
作
り
、
納
税
者
宅
へ
送
付
し
、
出
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
一
二
－
二
九
〇
五

戸
籍
の
謄
・
抄
本
…
一
通
二
百
円
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
数
料
が
改
正
…
五
月
一
日
か
ら

　
こ
の
ほ
ど
、
戸
籍
手
数
料
が
改
正
さ

れ
、
五
月
一
日
か
ら
戸
籍
の
謄
・
抄
本

の
手
数
料
が
枚
数
に
関
係
な
く
、
一
通

に
つ
き
二
〇
〇
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
改
正
さ
れ
る
手
数
料
の
お
も
な
も
の

は
後
記
の
と
お
り
で
す
。

　
郵
便
に
よ
る
請
求
は

　
　
　
　
定
額
小
為
替
で

　
遠
方
か
ら
、
戸
籍
の
謄
・
抄
本
な
ど

を
郵
便
で
請
求
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず

現
金
書
留
か
、
郵
便
局
の
定
額
小
為
替

で
手
数
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

特
に
定
額
小
為
替
は
百
円
単
位
の
送
金

に
便
利
で
、
千
円
以
下
の
送
金
の
場
合

料
金
は
わ
ず
か
十
円
で
す
か
ら
、
手
軽

に
利
用
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
郵
便
切
手
で
手
数
料
を
納
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
区
・
　
分
　
　
手
数
料
額

戸
籍
の
謄
・
抄
本
…
一
　
通
二
〇
〇
円

除
籍
の
謄
・
抄
本
：

戸
籍
の
記
載
事
項

　
　
　
　
　
証
明

除
籍
の
記
載
事
項

　
　
　
　
　
証
明

受
理
証
明
書
：

上
質
紙
使
用
の
婚

姻
届
等
受
理
証
明

戸
籍
簿
の
閲
覧
…

除
籍
簿
の
閲
覧
…

届
書
類
の
閲
覧
…

轡〉〉くらしのちえ

通
三
〇
〇
円

件
一
〇
〇
円

件
二
〇
〇
円

通
一
〇
〇
円

通
八
○
○
円

：
一
戸
籍
一
〇
〇
円

：
一
戸
籍
二
〇
〇
円

書
類
一
件
一
〇
〇
円

　
　
領
収
書
の
保
存
期
間

〇
一
年
保
存

ホ
テ
ル
や
旅
館
の
宿
泊
代
、
飲

食
代
、
タ
タ
シ
ー
代
、
旅
客
や

貨
物
の
運
賃
、
大
工
、
左
官
の

手
間
賃
な
ど
。
な
お
、
不
動
産

関
係
の
も
の
は
、
十
年
間
お
き

ま
し
ょ
う
。
後
後
、
ト
ラ
ブ
ル

が
お
き
な
い
よ
う
保
存
は
怠
り
な
く

）
ト

）

y
）
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影籔郷
　
そ
し
て
ま
た
、

語
も
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
よ
。

　
須
賀
広
村
は
、
人
、
水
、
土
地
に
恵

ま
れ
、
人
情
も
生
活
も
豊
か
な
里
で
し

た
が
、
誰
れ
言
う
と
は
な
し
に
、
大
沼

に
皿
の
よ
う
な
目
を
し
た
白
蛇
を
見
た

と
か
、
濁
っ
た
う
ね
り
が
あ
っ
た
と
か

そ
れ
は
そ
れ
は
汰
．
変
．
な
惑
嚇
ぎ
で
し
た
。

　
夜
な
夜
な
白
蛇
が
沼
か
ら
出
て
来
て

は
、
田
畑
を
荒
ら
し
屋
根
か
ら
屋
根
へ

と
の
た
う
ち
廻
っ
て
、
女
子
供
は
た
だ

オ
ロ
オ
ロ
す
る
ば
か
り
で
生
き
た
心
地

は
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
よ
。

　
村
人
は
、
神
仏
の
加
護
に
す
が
る
の

み
で
し
た
。

　
無
垢
の
娘
が
人
身
ご
供
に
な
ら
な
け

れ
ば
お
さ
ま
り
ま
す
ま
い
…
と
誰
か
が

言
い
出
し
、
村
の
お
も
だ
っ
た
人
達
が

名
主
様
に
相
談
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　
名
主
の
伝
兵
衛
さ
ん
は
、
考
え
あ
ぐ

ね
た
末
、
自
分
の
娘
で
あ
る
ナ
カ
に
、

「
村
の
た
め
じ
ゃ
、
み
ん
な
を
救
っ
て

・
郷
土
シ
リ
ー
ズ

　
第
四
話

大
沼
哀
話

小
江
川
　
三
角
　
英
吉

　
一
時
は
、
埼
玉
水
上
公

園
の
ご
三
家
と
称
せ
ら
れ

た
景
勝
湖
の
時
代
も
あ
り

ま
し
た
。

　
　
遠
い
昔
の
悲
し
い
物

’へ～

冷

く
れ
、
人
柱
に
な
っ
て
く
れ
凶
と
、
涙

を
流
さ
ん
ば
か
り
に
説
得
し
た
の
だ
そ

う
で
す
。

　
父
思
い
の
ナ
カ
は
、
悲
愴
な
覚
悟
を

き
め
白
装
束
に
な
っ
て
、
沼
の
水
底
深

く
沈
ん
だ
か
と
思
う
と
獅
子
に
化
身
し

ま
し
た
。
す
る
と
、
白
蛇
は
前
非
を
悔

い
て
か
、
蛇
道
を
残
し
て
村
は
ず
れ
の

能
万
寺
の
古
井
戸
へ
と
消
え
た
そ
う
で

す
。
病
弱
な
妻
女
融

に
早
く
死
に
別
れ
　

た
名
主
伝
兵
衛
蕊

ん
は
、
娘
の
冥
福
騰

を
祈
る
た
め
菩
提
㎜

寺
の
本
山
に
入
門

し
、
み
仏
に
仕
へ

た
と
言
う
事
で
す
。

　
須
賀
広
村
で
は

名
主
伝
兵
衛
さ
ん

と
娘
の
ナ
カ
さ
ん

の
遺
徳
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
に
、

伝
兵
衛
沼
、
ナ
カ
．

沼
と
し
て
、
ま
た

ナ
カ
女
の
分
身
を

大
沼
の
浮
島
（
弁

天
島
）
に
祀
り
込

ん
だ
と
も
聞
い
て

お
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
文
政

年
間
（
一
八
二
七
）
の
頃
、
時
の
組
頭

（
通
称
、
お
か
し
ら
様
）
が
洗
に
立
ち

ナ
カ
の
け
な
げ
な
心
根
に
打
た
れ
、
彼

女
の
供
養
と
悪
魔
退
散
の
哀
歓
を
獅
子

舞
い
に
託
し
て
、
幾
世
代
と
な
く
寺
か

ら
廻
り
始
め
、
後
の
時
代
に
氏
子
と
共

に
年
中
行
事
と
し
て
、
鎮
守
の
奉
納
祭

り
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
臼
蛇
は
、
宝
暦
七
年
八
月
（
一

・
七
五
七
）
．
関
東
大
洪
水
の
時
に
流
さ
れ

た
秩
父
甲
武
信
川
の
主
と
言
わ
れ
、
ま

た
、
天
明
三
年
七
月
五
日
（
一
七
八
四
）

現在の大沼公園・ボートがのんびり浮いています

浅
間
大
噴
火
の
白
煙
に
乗
っ
て
来
た
説

も
あ
り
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
回
は
、
子
育
地
蔵
の
予
定
で
す
。

（
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
、

　
国
民
年
金
で
は
、
加
入
者
が
住
所
を

変
更
し
た
り
、
会
社
等
へ
勤
め
た
た
め

国
民
年
金
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
な

ど
は
、
住
所
地
の
市
町
村
役
場
へ
届
け

出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
け
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
せ
っ

か
く
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
権
利
を
失
う
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
必
ず
住
所
地

の
市
町
村
役
場
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
手
続
き

一
、
二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
や
会
社
な

　
ど
を
退
職
し
た
と
き
。

一
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
が

　
会
社
な
ど
に
勤
め
て
、
厚
生
年
金
保

　
険
な
ど
に
加
入
し
た
と
き
。

一
、
国
民
年
金
加
入
者
や
年
金
受
給
者

　
の
住
所
が
変
っ
た
と
き
、
ま
た
は
、

　
結
婚
な
ど
で
氏
名
が
変
っ
た
と
き
。

一
、
年
金
や
死
亡
一
時
金
を
受
け
ら
れ

　
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
。

　
　
　
役
場
住
民
課
国
民
年
金
係

巽
糞
藁
遙
嚢
誕
藥
遙
顧
（
巽
箋
藥
藁
藥
葵
糞
糞
奨
糞
藥
巽
糞
糞
藥
巽
遙
葵
遙
嚢
糞
き
黍
糞

　
郵
便
局
の
定
額
貯
金

曾
の
手
続
・

　
　
　
お
済
み
で
す
か

　
た
だ
い
ま
郵
便
局
で
は
、
昭
和
四
十

九
年
九
月
二
十
三
日
以
前
に
お
預
け
に

な
っ
た
定
額
貯
金
の
利
息
が
有
利
に
な

る
手
続
（
⑧
の
手
続
）
の
お
取
扱
い
を

し
て
い
ま
す
。

　
ー
手
続
は
簡
単
で
す
ー

　
定
額
貯
金
証
書
を
お
近
く
の
郵
便
局

の
窓
ロ
ヘ
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
貯
金

外
務
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
れ
ば
、
貯

金
証
書
に
⑧
の
表
示
を
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
取
扱
い
は
、
昭
和
五
十
二
年
一

月
十
三
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
手
も
と
の
定
額
貯
金
証
書
を
お

確
か
め
の
う
え
、
お
早
目
に
手
続
を
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
く
わ
し
く

は
、
お
近
く
の
郵
便
局
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
吉
岡
郵
便
局

こ
の
七
月
一
日
現
在
で
、
「
く
り
」

「
も
も
」
　
「
ぶ
ど
う
」
　
「
な
し
」

な
ど
永
年
生
作
物
で
、
そ
の
果
実

が
食
用
に

の
に
つ
い

本
統
計
調

れ
ま
す
。

な
る
農
家

日
現
在
で

積
が
一
〇

で
、
果
樹

が
一
ア
ー

果樹基本統計調査に
　ご協力ください

供
さ
れ
る
も

離
雛

調
査
対
象
と

は
、
七
月
一

経
営
耕
地
面

ア
ー
ル
以
上

面
積
の
合
計

ル
以
上
の
果

樹
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
で
す
。

調
査
員
が
う
か
が
い
ま
し
た
ら
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ノ
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ソフトボール愛好会

第2回結成記念大会結果

優勝……野原グリーンチーム

　　参加30チーム　．

　
江
南
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
が
結

成
さ
れ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
一
年
が
経

過
い
た
し
ま
し
た
。

　
結
成
当
時
は
、
十
ニ
チ
ー
ム
だ
っ
た

の
が
、
第
二
回
記
念
大
会
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
参
加
申
込
を
募
っ
た
と
こ
ろ

三
十
チ
ー
ム
に
ふ
く
れ
あ
が
り
、
全
地

区
に
普
及
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。
－
　
1

／

　
試
合
は
、
五
月
十
六
日
、
三
十
日
の

両
日
に
わ
た
り
、
早
朝
か
ち
熱
戦
が
展

開
さ
れ
、
広
い
河
川
敷
グ
ラ
ン
ド
も
、

応
援
の
な
ご
や
か
な
歓
声
の
渦
に
つ
つ

ま
れ
ま
し
た
。

　
勝
っ
て
も
負
け
て
も
試
合
が
終
れ
ば

　
　
　
　
．
／

仲
間
同
志
、
お
互
に
健
闘
を
た
た
え
あ

っ
て
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
試
合
の
組
合
せ
や
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

優
　
　
勝

　
野
原
グ
リ
ー
ン
チ
ー
ム

準
優
勝

　
中
央
第
ニ
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

第
三
位

　
板
井
若
連
A
チ
ー
ム

個
人
賞

最
高
殊
勲
選
手

　
　
斉
藤
忠
義
…
…
野
原

〃
投
手
賞

　
　
馬
場
正
美
…
…
樋
春

本
塁
打
賞

　
　
柴
田
英
次
郎
…
三
本

打
点
　
賞

　
　
清
水
正
一
・
…
：
成
沢

敢
・
斗
賞

　
　
飯
塚
　
功
…
…
板
井

初優勝した野原グリーンチーム

春
の
野
ク
ラ
ブ

樋
春
親
睦
会
B

中
央
第
ニ
ク
ラ
ブ

御
正
第
三
ク
ラ
ブ

押
切
サ
ン
デ
ー
ヅ

御
正
第
ニ
ク
ラ
ブ
B

成
沢
五
月
会

須
賀
広
親
睦
会

下
押
切
ク
ラ
ブ

板
井
若
連
B

塩
バ
ヂ
ャ
ー
ズ

成
沢
七
曲
ク
ラ
ブ

板
井
若
連
A

荒
川
ク
ラ
ブ

声援を送る上新田チビッコ応援団

212
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優勝・野原グリーン
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電
気
器
具
に
は
“
ア
ー
ス
”
を

　
じ
め
じ
め
し
た
梅
雨
の
季
節
で
す
。

配
線
も
湿
度
が
多
い
と
漏
電
し
や
す
く

冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
は
も
ち
ろ
ん
、
農
繁

期
に
な
り
農
電
の
使
用
も
多
く
な
り
ま

す
。
モ
L
タ
ー
な
ど
の
器
具
に
は
必
ず

“
ア
ー
ス
”
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

※
電
気
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
次
の
場

所
に
ど
う
ぞ

協
会
…
電
話
　
　
　
ら

⑳
四
五
〇
五

7ll5
3213O

樋
春
親
睦
会
A

中
央
第
一
ク
ラ
ブ

野
原
グ
リ
ー
ン

御
正
第
ニ
ク
ラ
ブ
A

三
本
ク
ラ
ブ
B

樋
春
親
睦
会
C

三
本
ク
ラ
ブ
A

上
押
切
ク
ラ
ブ

野
原
S
愛
好
会

上
新
田
ク
ラ
ブ
A

御
正
第
一
ク
ラ
ブ

新
道
ク
ラ
ブ

上
新
田
ク
ラ
ブ
B

高
根
ク
ラ
ブ

柴
千
代
ク
ラ
ブ

八
幡
ク
ラ
ブ

）

＼＿ノ

　ノ

）
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青
少
年
相
談
員
活
動

難
難
麟
灘
難
灘
灘
騨
縫
騰
．

…
地
域
社
会
で
、
友
情
精
神
を
も
っ
て

青
少
年
に
接
し
そ
の
相
談
相
手
と
な
り

助
言
指
導
を
行
い
、
青
少
年
の
健
全
成

長
を
期
す
る
た
め
市
町
村
に
青
少
年
相

談
員
を
置
く
。
…
と
埼
玉
県
青
少
年
相

談
員
設
置
要
綱
に
あ
り
ま
す
。

　
当
村
の
青
少
年
相
談
員
活
動
で
主
な

も
の
は
、
小
学
六
年
生
が
夏
休
み
に
な

る
と
楽
し
み
に
し
て
い
る
キ
ャ
ン
プ
大

会
で
す
。

　
今
年
も
、
夏
休
み
中
に
実
施
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
、
昨
年
参
加
し

た
六
年
生
（
現
在
は
、
中
学
一
年
生
）

の
全
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
作
文
が
よ
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
紙
面
の
都
合
で
北
小
の
二

名
の
か
た
の
感
想
文
を
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
浦
山
キ
ャ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
六
年
一
組
　
志
村
　
敦

　
今
日
は
、
待
ち
に
待
っ
た
キ
ャ
ン
プ

に
出
発
す
る
日
で
す
。
ぼ
く
は
、
朝
八

時
に
家
を
出
て
、
集
合
場
所
の
学
校
に

む
か
っ
た
。
出
発
は
八
時
三
十
分
で
、

大
麻
生
か
ら
秩
父
線
の
浦
山
口
駅
に
向

う
。
途
中
で
一
回
休
ん
だ
が
、
と
て
も

暑
い
日
で
し
た
。

　
浦
山
口
駅
か
ら
坂
道
を
橋
立
鐘
乳
洞

に
い
く
。
そ
こ
で
、
弁
当
を
食
べ
て
鐘

乳
洞
に
は
い
っ
た
。

　
そ
の
中
は
す
ず
し
く
、
い
ろ
い
ろ
な

形
を
し
た
鐘
乳
石
が
あ
り
、
自
然
の
ふ

テ
ン
ト
に
荷
物
を
降
し
た
。
し
ば
ら
く

休
ん
で
か
ら
、
け
い
谷
で
水
泳
を
し
た
。

　
そ
し
て
夕
食
を
と
っ
た
後
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
か
こ
み
、
ジ
ェ
ン
カ

を
し
た
り
し
て
、
み
ん
な
で
キ
ャ
ン
プ

の
夜
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の
後
、
テ
ン
不

に
帰
り
、
ね
よ
う
と
思
っ
て
い
る
と
、

友
だ
ち
が
ふ
ざ
け
る
の
で
、
い
つ
ま
で

も
眠
れ
な
か
っ
た
。

　
翌
日
浅
朝
食
の
し
た
く
を
し
た
あ
と

し
ぎ
さ
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
た
。
そ
こ
を

で
て
山
を
く
だ
り
、
け
い
谷
ぞ
い
に
す

す
み
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
た
。
　
ー

　
そ
こ
で
、
グ
ル
ー
プ
の
発
表
が
あ
り

キ
ャ
ン
フ
場
を
あ
と
に
、
昨

日
来
た
道
を
浦
山
口
駅
に
行

き
、
そ
こ
か
ら
上
長
瀞
の
自

　
　
然
博
物
館
に
向
か
っ
た
。

テントが今夜の楽しい我が家

　
夏
休
み
に
な
っ
て
キ
ャ
ン
フ
に
行
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

だ
か
不
安
だ
っ
た
の
で
、

気
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、

館
内
に
は
、
秩
父
の
自

然
を
中
心
と
し
た
動
物

の
は
く
製
や
化
石
が
展

示
さ
れ
て
い
た
。

　
見
学
後
、
広
場
で
ス

イ
カ
わ
り
を
し
て
遊
ん

だ
。
ぼ
く
た
ち
は
、
上

長
瀞
駅
か
ら
電
車
で
、

帰
路
に
つ
い
た
。

　
こ
れ
で
、
楽
し
か
っ

た
キ
ャ
ン
プ
が
終
っ
た

の
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
に

　
　
　
行
っ
て

六
の
一
　
田
辺
美
佐
子

　
　
　
は
じ
め
は
な
ん

　
　
　
　
あ
ま
り
行
く

　
　
　
　
先
生
や
お
母

　
　
　
　
　
～
ノ
）

　
　
　
（

　
　
　
、

　
　
　
　
　
〆
k
』

　
　
　
　
＼

　
　
　
’

さ
ん
に
「
行
っ
て
来
な
さ
い
已
と
言
わ

れ
た
の
で
、
七
月
二
十
八
日
・
二
十
九

日
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
は
じ
め
て
の

キ
ャ
ン
プ
な
の
で
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

や
茶
わ
ん
、
か
い
中
電
気
、
ガ
ッ
パ
、

軍
手
な
ど
を
用
意
し
て
行
き
ま
し
た
。

二
十
八
日
の
朝
、
八
時
に
き
み
よ
ち
ゃ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
お
父
さ
ん
の
車
で
学

校
ま
で
送
っ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

南
小
の
六
年
生
と
い
っ
し
ょ
で
す
。
学

校
に
つ
く
と
、
も
う
何
人
か
来
て
い
ま

し
た
。
先
生
と
役
場
の
人
の
話
が
あ
っ

て
か
ら
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
バ
ス
の
中

へ
積
ん
で
い
よ
い
よ
出
発
で
す
。
み
ん

な
で
歩
い
て
大
麻
生
の
駅
ま
で
行
き
ま

し
た
。
十
時
十
一
一
分
発
の
電
車
で
浦
山

口
ま
で
乗
っ
て
行
き
、
浦
山
口
か
ら
バ

ス
の
と
こ
ろ
ま
で
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
お
っ
て
キ
ャ
ン

プ
場
ま
で
行
き
ま
し
た
。
ま
わ
り
は
、

山
で
き
れ
い
な
水
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

水
の
中
に
は
い
る
と
と
っ
て
も
つ
め
た

く
て
あ
せ
の
で
る
の
も
止
ま
り
ま
し
た
。

テ
ン
ト
は
、
も
う
は
っ
て
あ
り
、
大
人

の
人
も
き
て
い
ま
し
た
。
南
小
が
二
人
、

北
小
は
関
口
美
代
子
ち
ゃ
ん
と
わ
た
し

と
四
人
に
分
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
班
長
の
大
久
保
さ
ん
が
米
を

あ
つ
め
て
、
ご
は
ん
を
た
き
ま
し
た
。

役
場
の
人
が
カ
レ
ー
を
つ
く
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
ご
は
ん
が
す
ん
で
か
ら
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
し
ま
し
た
。
た
き

木
に
油
を
つ
け
て
火
を
燃
や
し
ま
し
た
。

す
ご
く
あ
つ
か
っ
た
が
お
も
し
ろ
い
思

い
出
に
な
り
ま
す
。
わ
に
な
っ
て
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
、
お
ど
っ
た
り
し
て
遊
び

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
テ
ン
ト
に
も
ど
り

下
に
は
ゴ
ザ
が
し
い
て
あ
り
、
夏
が
け

に
く
る
ま
っ
て
四
人
で
ね
ま
し
た
。
起

き
て
歯
を
み
が
き
、
顔
を
洗
っ
て
か
ら

ご
は
ん
を
食
べ
、
持
っ
て
い
っ
た
カ
ン

ズ
メ
を
た
べ
ま
し
た
。
浦
山
口
か
ら
電

車
に
乗
り
上
長
と
ろ
で
降
り
、
博
物
館

へ
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
石
や
へ

び
や
し
か
、
い
ろ
い
ろ
な
め
ず
ら
し
い

動
物
が
か
ざ
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
見
物

し
て
か
ら
、
広
場
で
す
い
か
割
り
を
し

ま
し
た
。
割
っ
た
す
い
か
を
み
ん
な
で

食
べ
て
か
ら
駅
ま
で
い
き
ま
し
た
。
帰

り
も
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
は
バ
ス
で
も
っ

て
き
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
暑
か
っ
た

の
で
あ
せ
び
っ
し
ょ
り
に
な
り
ま
し
た
。

大
麻
生
駅
で
降
り
る
と
お
母
さ
ん
が
迎

え
に
来
て
い
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
相
談
員
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す
。
　
　
　
　
　
1
敬
称
略
ー

　
　
　
　
　
　
う

柴
”
木
村
進
　
野
原
“
岡
田
恒
雄
　
斉

藤
道
夫
　
塩
”
飯
島
俊
夫
　
樋
春
南
旺

滝
田
法
明
　
板
井
“
長
倉
文
良
　
上
新

田
闘
柴
田
均
　
三
本
”
長
谷
川
千
恵

神
田
稔
　
御
正
新
田
”
高
田
栄
子
　
成

沢
坂
下
”
関
口
富
子
　
成
沢
坂
上
旺
水

野
公
子
　
水
野
秀
子
　
樋
春
北
”
馬
場

由
美
子
　
須
賀
広
鴇
田
中
正
巳
　
小
江

川
”
寺
山
順
子
　
野
口
美
和
子
　
大
久

保
正
義
　
　
（
以
上
十
八
名
）

9
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安
全
運
転
管
理
者
の
選
任
届
出
を

　
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
安
全
運
転

　
　
　
ヤ

管
理
者
を
選
任
し
て
、
公
安
委
員
会
に

届
出
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

自
動
車
を
五
台
以
上

　
　
使
用
し
て
い
る
か
た

　
自
動
車
を
五
台
以
上
使
用
し
て
い
る

か
た
は
、
自
動
車
の
安
全
な
運
転
に
必

要
な
業
務
を
行
な
わ
せ
る
た
め
、
使
用

車
両
の
本
拠
地
ご
と
に
、
安
全
運
転
管

理
者
を
選
任
し
、
公
安
委
員
会
に
届
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
自
動
二
輪
車
一
台
は
、
○
・
五
台
と

し
て
計
算
し
ま
す
。
）

　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
一
台
で

　
も
届
出
を

　
昭
和
五
十
年
十
二
月
二
十
五
日
付
、

　ン鴨

並4

お
k
彰轟

一一
道
路
交
通
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
一
日
か
ら

乗
車
定
員
十
一
人
以
上
（
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
）
の
自
家
用
自
動
車
を
一
台
で
も
使

用
す
る
事
業
所
等
は
、
安
全
運
転
管
理

者
を
選
任
し
、
届
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
安
全
運
転
管
理
者
の
資
格
や

届
出
の
手
続
な
ど
、
く
わ
し
く
は
、
熊

谷
警
察
署
（
電
話
二
一
ー
O
O
四
二
、

内
線
二
七
二
）
ま
た
は
、
役
場
総
務
課

に
お
た
ず
ね
ぐ
だ
さ
い
。

◆
く
ら
し
の
メ
モ
◆

　
　
ク
リ
L
ニ
ン
グ
…
②

　
家
庭
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
た
め

に
は
、
ふ
だ
ん
次
の
よ
う
な
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
品
物
を
買
う
と
き

　
品
質
表
示
、
絵
表
示
の
あ
る
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

．
性
質
の
ち
が
う
材
料
を
組
合
せ
た
製

品
は
、
同
じ
系
統
の
洗
剤
で
は
洗
え
な

い
の
で
変
質
変
色
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
表
示
力
ー
ド
は
、
洗
た
く
手
帳
な

ど
を
作
っ
て
整
理
し
て
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
だ
す
と
き
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
レ
シ
ー
ト
や
は
し
き
れ
な
ど
は
必
ず

ハ
》

）

と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
前
に
、
洗
た

く
物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
名
前
を
入
れ
て
お

き
ま
す
。

　
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
、
ズ
ボ
ン
の
折
り
返

し
な
ど
点
検
を
忘
れ
ず
に
、
特
殊
な
ボ

タ
ン
は
取
り
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。

　
上
下
つ
い
の
も
の
は
、
そ
ろ
え
て
だ

す
。
仕
上
げ
に
対
す
る
好
み
（
の
り
つ

け
ア
イ
ロ
ン
の
具
合
）
な
ど
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
に
伝
え
る
注
意
事
項
は
、
メ
モ

を
し
て
洗
た
く
物
に
つ
け
、
シ
ミ
の
場

所
に
は
糸
目
を
つ
け
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

衛生関係行事予定表
月 行　　　　　事 対　象　者 場　　所 時　　　間

7 19日　妊　婦　検　診『 村内の妊婦全員 母子センター 1：30

8

9
2
日
乳 幼児相談 51年5月生まれ 〃 〃

16日　妊　婦　検　診 村内の妊婦全員 〃 〃

19日～28日　住民検診 各字ごとに 9：30～15：00

※　この表は予定ですので、変更することがあります

埼
玉
県
熊
谷
保
健
所
健
康
相
談
旧
（
昭
和
五
士
年
六
月
百
か
ら
）

金 木 水 火

曜日

　時間

デ 第第第第乳 午
．イ 四三二一幼

毎
週 ケ 麓麓纒

前
（
受水 ア 日日日日康 付

貞 曜 　D（
相

日 精　ク 未生生出談
時

勘 神　リ
障　二

後後生
熟八五か

間
九u璽

難
宝　　ツロ
者
　ク
社
△
云
復
帰

カカら
児月月生
以か後
上ら四
七カ
カ月

○
○
～
一
〇

訓
練
）

月ま
まで O
O

で
）

B 母 優 母 老 成 ツ 一 ミ 精 療 成 午

C 親
性
相
談
性 人
健
人
病

ベ
ル
般
健

1
テ
イ
神
衛
育

人
病
セ
後

G 学 7 相
康 セ ク

リ
康 ン

グ
生
相 ン

タ

（
受

接 月 相 ン ン
相
喬 相 談 1

付

種 級 9
1
1

談 談
タ

談 ア
イ 談 （

時
間

月
1 第 ケ

判
｛
疋 一

第 第 2 第 第 第＿ ＝
一
第 ア 第 第・ O

】
一
金

二
～
第
四

月
の
第
コ
ー

＝
一
木

一
9
第
＝
一

一諸
　検
第査
＝　）
一

金
曜
日
の

一
～
第
四

毎ク

週リ
　ー水一
　ツ

第
四
火

一
．
第
＝
一

二指
・導

第）
四

○
』
～
二

曜
『
木
曜

木
曜
曜 譲 木曜 二

日
水
曜
曜ク 曜 火

曜
火
曜

○
○H 11 日 日 日 日 前 日 日筆 日 日 日
）

※

て
検
便
、
喀
た
ん
、
血
液
検
査
は
毎
週
、
火
、
水
、
木
曜
日
の
午
前
中
、

　
ま
た
、
飲
料
水
検
査
は
、
毎
週
、
月
、
火
曜
日
の
午
前
中
に
受
付
け
ま
す
。

二
、
離
乳
食
の
実
習
は
、
毎
月
第
二
火
曜
日
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
に
行
な

　
い
ま
す
。
な
お
、
く
わ
し
く
は
、
熊
谷
保
健
所
へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
二
三
－
二
八
〇
一

食
中
毒
（
季
節
の
話
題
）

　
食
中
毒
は
、
通
常
は
細
菌
に
よ
る
も

の
で
す
が
、
中
で
も
五
〇
％
以
上
と
い

わ
れ
る
の
が
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
に
よ
る
発

病
で
す
。
こ
の
菌
は
海
水
中
に
多
く
、

魚
貝
類
に
付
着
し
て
運
ば
れ
、
℃
二
五

度
で
爆
発
的
に
繁
殖
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ア
ジ
の
た
た
き
、
キ
ュ
ウ
リ
と
カ
ツ

オ
の
な
ま
り
、
酢
の
物
な
ど
、
新
鮮
な

　
　
　
b
）
っ

も
の
が
感
染
源
に
な
る
意
外
な
中
毒
で

す
。
こ
の
菌
は
真
水
に
弱
い
た
め
、
ま

ず
真
水
で
よ
く
洗
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

魚
貝
類
と
接
触
す
る
ま
な
板
、
包
丁

な
ど
も
よ
く
洗
っ
て
か
ら
調
理
に
か
か

れ
ば
安
心
で
す
。
他
の
菌
に
よ
る
中
毒

の
予
防
は
、
新
し
い
材
料
を
使
う
、
よ

く
洗
う
、
冷
蔵
庫
を
過
信
し
な
い
。




